
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考図） 

古代ローマ都市の遺跡全体を，数百億点を超える

色付きの 3 次元座標をもつ点群で置き換えます。

そうすると，街路を走る荷車の轍を検出できたり，

わずかな路面の傾きから雨水の流れをシミュレー

ションできます。また，鳥の目で街全体を眺めて，

より正確な地図を作ったり，虫の目でモザイクを構

成する石片の 1ピース，1ピースまで並べ方の順序

を考察することができます。 
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日本建築学会賞（論文）2019 受賞！！ 
レーザー・スキャニング技術を応用した古代ローマ建築･都市に関する一連の研究 

～古代ローマ建築・都市をリバースエンジニアリング的視点から分析～

九州大学大学院人間環境学研究院 堀 賀貴 教授らの研究グループはレーザー・スキャニング技

術を応用した 3 次元測量によって建築史学に新しい領域を開拓しました。高精度の 3 次元モデル

化を通じて遺跡全体をビッグデータとして構築し，古代ローマ建築・都市をリバースエンジニア

リング的視点から分析しました。 
本研究は一般社団法人日本建築学会の 2019年日本建築学会賞（論文）を受賞しました。また、

本研究は科学研究費補助金（19560647, 25303025, 18H03806）や公益財団法人鹿島学術振興財団，

公益財団法人セコム科学技術振興財団の支援を受けて行われました。 
 

研究者からひとこと：イタリアには有名なポンペ

イやヘルクラネウム，また首都ローマの外港であ

ったオスティアなど，都市全体がまるごと遺跡と

して残ってる例があります。古代ローマ都市や建

築にはまだまた謎が多く，これからも最新の測量

技術を応用して研究を進めていきます。 

堀 教授 



【概要】 

古代ローマ遺跡の実測にレーザースキャニング技術を応用することによって，古代ローマ建築・都市，とくに

ポンペイとオスティアについての研究が大きく進展しました。まず，1940 から 50 年代に作成された遺跡の一

般図には，大きな誤差（場合によっては 40cm 以上）が認められました。遺跡の基礎情報となる図面に誤りが

あることは研究だけでなく，遺跡の保存や管理にも大きな影響が懸念されます。次に，新しい技術で遺跡を

精密にすることによって次々に新たな事実が判明しました。 

 

1）ポンペイの人々は建設の難しい都市全域をカバーする下水道の建設ではなく，傾斜地という立地の特

性を活かして，街路を下水道として利用しました。そこではとても微細な傾斜がうまく利用されています。 

 

2）ポンペイの街路に残る轍を精密に実測すると，どのように荷車がはしっていたかを知ることができます。

その結果，両側通行や右折禁止などの厳密な交通規制はなく，道路の中央を荷車が走っていたことが

わかりました。また，門ではむしろ片側通行にすることによって，荷車の交通規制を行っていたこともわ

かりました。   

 

3）オスティアにみられるモザイクを精密に実測すると，職人が間違って石片を並べた箇所がみつかります。

その間違いをもとにモザイク床の制作過程を復元することができます。 

 

4）オスティアの邸宅のモザイク配置の実測では，もともとはカーペットのようにランダムに敷かれていたと

考えられるモザイクの配置に，機能別，たとえば接客や生活などに応じた配置の規則性が発見されまし

た。 

 

5）オスティアの街路は洪水などの影響で「かさ上げ」されていますが，その高さを精密に測ると，街路に面

する公共建造物の前はできるだけ平らにする傾向が確認され，そこから都市の発展の過程を読み取る

ことができます。 

 

6）オスティアの中央に立つ巨大な神殿，カピトリウムの壁の厚さを測ってみると，上にいくほど内側に厚み

を増していることがわかりました。大きな屋根を支えるためか，あるいは建設の過程で内側に膨らんだ

のかは定かではありませんが，意図的に厚みを増すことに何からの意味があったと思われます。 

 

このように，多くの新しい事実が判明したことから，今後も最新の測量技術を応用した実測に期待が集まっ

ています。 
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